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【学校教育目標】 

未来を切り拓く 

心豊かでたくましい 

知夫の子どもを 

育成する 
 

【めざす子ども像】 

・自ら学ぶ子ども 

・共に生きる子ども 

・たくましく 

  生きる子ども 

・ふるさとを 

   愛する子ども 

 

 

 

 

 

 

 

知夫小中学校 

Tel 08514-8-2015 

Fax  〃  8-2155 

〒684-0100 

知夫村 1053-1 
 

〔URL〕https://www. 

chibumura.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知

夫 

 

☆
島
根
県
版
画
展 

 

【
優
良
賞
】 

 

小
学
部 

六
年 

奥
本
菜
瑠
海 

小
新 

大
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

凜
乃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

想
良 

 

【
佳
作
】 

 
 

小
学
部 

四
年 

奥
本 

勝
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山
根 

暁
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萬 

翔
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五
年 

谷 

健
児
朗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
谷 

幸
絹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

並
河 

敢
大 

☆
隠
岐
小
中
習
字
展 

 

【
金
賞
】 

 
 

小
学
部 

一
年 

石
橋 

怜
星 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
年 

山
根 

暁
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
部 

一
年 

南
家 

涼
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
谷 

有
己 

【
銀
賞
】 

 
 

小
学
部 

一
年 

經
種
ゆ
い
か 

 
 
 
 
 
 
 

中
学
部 

一
年 

原 

万
依
佳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年 

古
藤
優
衣
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

德
若 

未
来 

【
銅
賞
】 

 
 

小
学
部 

一
年 

古
谷 

快
己 

二
年  

萬 

萌
衣 

 
 
 

濱 

結
人 

三
年 

山
根 

里
桜 

四
年 

萬 

翔
瑛 

五
年 

永
谷 

幸
絹 

六
年 

小
新 

大
地 

中
学
部 

一
年 

野
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 

谷 

彩
凪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
筋 

友
梨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

能
海 

瑠
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年 

佐
々
木 

葵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

並
河 

桂
吾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

笑
里 

☆
全
国
海
の
子
絵
画
展 

【
全
国
漁
業
共
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
】 

 
 

小
学
部 

二
年 

萬 

萌
衣 

☆
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
島
根
県
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

【
優
秀
賞
】 

 

中
学
部 

三
年 

古
藤
優
衣
子 

 

表
彰
～
各
種
コ
ン
ク
ー
ル 

中
学
部
・
小
学
部
「
一
日
入
学
」 

【
中
学
部
】
二
月
六
日
、
六
年
生
児
童
を
対
象
に
中
学

部
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校

生
活
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
教
員
か

ら
の
質
問
に
対
し
て
も
元
気
よ
く
答
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
の
体
験
授
業
で
は
、
ゲ
ー
ム

形
式
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
や
小
文
字
を
楽

し
く
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

卒
業
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
す
。
下
級
生
に
信

頼
さ
れ
る
六
年
生
と
し
て
、
立
派
に
卒
様
式
を
迎
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
四
月
に
は
大
き
な
夢

と
希
望
を
持
っ
て
中
学
部
に
入
学
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

（
藤
田 

宏
） 

 【
小
学
部
】
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
二
月
二
十
一
日
。
二

名
の
新
一
年
生
を
迎
え
て
の
一
日
入
学
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
一
日
入
学
は
、
新
一
年
生
に
楽
し
く
学
校
で
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
の
行
事
で
す
が
、
一
番
大
事
な
の

は
、
四
月
か
ら
新
一
年
生
と
毎
日
一
緒
に
過
ご
す
現
一

年
生
の
心
構
え
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
国
語
の
学

習
を
生
か
し
た
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
準
備
や
進
行
、

飾
り
作
り
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
、
う

ま
く
い
か
な
く
て
戸
惑
う
こ
と
も
味
わ
い
な
が
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
迎
え
た
当
日
。
準
備
段
階
で
の
戸
惑
い
は
子

ど
も
達
の
笑
顔
と
な
り
、
迎
え
た
在
校
生
も
迎
え
ら
れ

た
新
一
年
生
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
が
益
々
楽
し
み
に
な
り
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
年
生
の
姿
を
想
像
す
る

と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。 

 
 
 

 

（
山
下 

則
江
） 

二
月
十
三
日
に
中
学
部
生
徒
会
が
企
画
し
た

「
知
夫
小
中
学
校
真
冬
の
ミ
ニ
運
動
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
三
つ
の
組
に
分

か
れ
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
六
つ
の
競
技

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
全
校

綱
引
き
や
全
校
リ
レ
ー
で
は
教
職
員
も
参
加
し

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
は
競
技
だ
け
で
は
な
く
、
進
行
や
競
技
の

実
況
、
用
具
、
招
集
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
、
時
間
通
り
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寒
い
中
で
し
た
が
、

体
育
館
に
笑
顔
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

  
 

 
 

（
高
橋 

英
也
） 

小
学
部
五
年 

男
子 

今
日
は
ミ
ニ
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
種

目
の
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
で
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
他
に
も
た
く
さ
ん
の
種
目
に
出
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
が
い
る
赤
組
は
、
最

後
逆
転
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
し

た
。
来
年
も
あ
る
な
ら
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。
中
学

三
年
生
と
は
、
最
後
の
ミ
ニ
運
動
会
だ
っ
た
け
れ
ど
、

楽
し
く
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
給
食 

真冬のミニ運動会 

中
学
部
二
年 

女
子 

 

二
月
十
三
日
に
生
徒
会
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
、
真
冬
の

ミ
ニ
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
小
中
一
緒
の
競
技
で

「
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ろ
」
や
「
王
様
の
命
令
は
絶
対
」

な
ど
の
新
し
く
考
え
た
競
技
か
ら
、
定
番
の
「
全
校
綱

引
き
」
や
「
全
校
リ
レ
ー
」
を
小
中
の
先
生
方
も
入
っ

て
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
各
委
員
会
で
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
本
番
で
は
各
組
長
を
中
心
に
小
中
一
緒

に
盛
り
上
が
り
、
卒
業
前
の
思
い
出
に
残
っ
た
と
思
う

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
延
期
し
て
い
た
『
ふ
れ

あ
い
給
食
』
を
二
月
十
三
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
給
食
に
関
係
し
て
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
が
十
三
名
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
小
学
生
か
ら

中
学
生
ま
で
の
縦
割
り
班
ご
と
に
座
っ
て
い
る
テ
ー
ブ

ル
に
入
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
途

中
で
、
中
学
部
の
保
体
委
員
会
企
画
に
よ
る
ク
イ
ズ
や

給
食
関
係
者
さ
ん
へ
の
質
問
タ
イ
ム
な
ど
を
行
っ
て
、

楽
し
く
会
話
し
た
り
交
流
を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
給
食
時
間
後
半
に
は
、
給
食
関
係
者
さ
ん
を
ご
紹

介
し
、
児
童
生
徒
の
代
表
が
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を 

渡
し
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
機
会
を 

通
し
て
、
給
食
関
係 

者
さ
ん
の
仕
事
の
大 

変
さ
や
給
食
の
あ
り 

が
た
さ
を
感
じ
な
が 

ら
、
自
分
た
ち
に
で 

き
る
こ
と
を
考
え
た 

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
古
谷
紀
代
美
） 

 

 



  第３２号   校報  知 夫   知夫小中学校   平成３０年２月２６日 

３月の行事予定 
 
１日（木）学校評議員会 
５日（月）招待給食 
６日（火）公立高校入試 
７日（水）ＰＴＡ理事会 

 ８日（木）３年生を送る会 
１０日（土）中学部卒業式 
１１日（日）退寮式 
１２日（月）振替休業日（3/10） 
１３日（火）６年生を送る会 
      公立高校合格発表 
１４日（水）民生委員挨拶運動 
１６日（金）小学部卒業式 
２１日（水）春分の日 
２３日（金）修了式、退任式 
      離任式 

                                    

                  

          

         

一
月
に
年
度
末
学
校
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。
教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
関
係

者
の
方
々
に
も
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
段
階

評
価
（
資
料
参
照
）
や
記
述
回
答
の
結
果
か

ら
、
本
校
の
課
題
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

①
学
力
保
障
・
学
力
向
上 

今
年
度
は
、
小
中
連
携
に
よ
る
授
業
研
究

を
数
多
く
実
施
し
、
授
業
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
わ
か
り
や

す
い
授
業
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ト
ラ
イ
タ

イ
ム
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
の
時
間
を
有
効

に
活
用
し
、
個
に
応
じ
た
支
援
に
努
め
ま
す
。 

②
家
庭
学
習
・
メ
デ
ィ
ア
の
指
導 

他
の
調
査
等
に
お
い
て
も
、
特
に
中
学
部

に
お
い
て
は
家
庭
学
習
時
間
が
少
な
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
課
題
の
与
え
方
に

つ
い
て
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。 

③
ふ
る
さ
と
学
習
・
地
域
連
携 

ふ
る
さ
と
学
習
に
つ
い
て
は
、
概
ね
好
評

価
で
し
た
。
学
校
応
援
団
を
は
じ
め
、
地
域

の
力
を
も
っ
と
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご

意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら

な
る
連
携
に
よ
り
、
学
習
の
充
実
・
発
展
を

目
指
し
ま
す
。 

以
上
三
点
が
主
な
内
容
で
す
が
、
子
ど
も

達
か
ら
は
「
み
ん
な
仲
が
良
い
が
、
言
葉
遣

い
や
上
下
関
係
の
マ
ナ
ー
等
に
は
努
力
が
必

要
」
と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
含
め
、
来
年
度
に
向
け
て
、

今
か
ら
全
教
職
員
で
指
導
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
温
か

い
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
   

 
 
 
 
 
 

（
藤
田 

宏
） 

『学校・家庭・地域の連携を生かした教育を』～年度末学校評価より 

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
を
終
え
て 

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
長 

小
新 

和
美 

 

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
『
子
ど
も
の
食
生
活
と

健
康
・
体
づ
く
り
～
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
～
』
と
題
し
、
島
前
病
院
院
長
白
石
吉
彦
先
生
、
管

理
栄
養
士
杉
山
様
に
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
気

づ
き
が
得
ら
れ
た
機
会
で
あ
り
、
皆
様
ど
う
感
じ
ら
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
二
十
九
年
度
は
、
島
留
学
初
年
度
、

久
々
の
役
員
と
し
て
関
わ
れ
好
機
で
し
た
。『
保
護
者
、

学
校
、
地
域
』
の
建
設
的
な
関
係
が
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
繋
が
っ
て
い
る
な
ぁ
と
実
感
で
き
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
も
役
員
が
協
議
し
、
企
画
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
多
用
な
折
、
た
く
さ
ん
の

方
に
後
参
加
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
次
年
度
も
同
様
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
応
援
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

Ｎｏ． Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ★ H29

2 8 7 3 1 2 3.2

3 7 10 3 1 3.1

4 11 7 3 3.4

5 7 10 4 3.1

6 8 10 2 1 3.3

7 12 5 3 1 3.3

8 10 5 5 1 3.3

9 8 9 3 1 3.3

10 9 7 3 1 1 3.2

11 9 7 2 1 2 3.3

12 8 8 4 1 3.2

13 8 9 3 1 3.1

14 6 8 6 1 2.9

15 7 6 4 3 1 2.9

16 7 9 3 2 3.2

17 9 6 5 1 3.1

18 1 8 6 3 3 2.4

生 徒 に よ る 評 価

先生方は、清掃や音楽会、マラソン大会や村民体育祭等で、中学生が進んで
リーダーシップを発揮したり、小学生の良い手本となったりするように適切な
支援や指導をしている。

先生方は、テレビやマンガ、ゲームやインターネットの時間に対して適切な支
援や指導を行っている。

先生方は、ねらいを示し、まとめや振り返りをしたり、ＩＣＴ機器を活用した
り、発問や話し合い等を工夫したりして、しっかり考え、積極的に発表できる
ような授業を行っている。

先生方は、友だちの意見や考え等を静かに聞けるように、適切な支援や指導を
行っている。

先生方は、チャレンジタイムやチャレンジテストを有効に活用し、基礎学力が
しっかりと身につくように、適切な支援や指導を行っている。

先生方は、毎日の家庭学習にしっかり取り組めるように、適切な支援や指導を
行っている。

先生方は、分け隔てなく誰とも仲良くできるように、適切な支援や指導を行っ
ている。

先生方は、地域講師を活用した体験的な活動や地域の行事等で、講師の方に感
謝の気持ちをもって積極的に取り組めるように、適切な支援や指導を行ってい
る

先生方は、生徒が大きな声で誰にでも気持ちの良い挨拶をするように、適切な
支援や指導をしている。

先生方は、生徒が時と場、相手を意識して正しい言葉遣いをするように、適切
な支援や指導をしている。

先生方は、生徒が清掃でやるべき仕事を一生懸命するように、適切な支援や指
導をしている。

先生方は、生徒が早めに行動したり、時間いっぱい取り組んだりして時間を大
切にするように、適切な支援や指導をしている。

先生方は、生徒が全校朝礼や生徒会朝礼、集会等で、代表や選手としての挨拶
や調べたことや自分の考えを述べることができるように、適切な支援や指導を
している。

先生方は、生徒が大きな声で校歌を歌うように、適切な支援や指導をしてい
る。

先生方は、道徳や学活を中心に生徒が互いを大切にした温かい学級となるよう
に、工夫して取り組んでいる。

先生方は、生徒会活動が自主的に行われ、みんなのための活動となるように、
適切な支援や指導を行っている。

先生方は、将来の職業や進路について考えさせ、生徒一人一人を大切にした適
切な支援や指導を行っている。

3.2「未来を切り拓く、心豊かでたくましい知夫の子どもを育てる」

自ら学ぶ子ども・共に生きる子ども・たくましく生きる子ども・ふるさとを愛する子ども

先生方は、「学校教育目標」や「めざす子ども像」につながるように支援や指導をしている。

1
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61257

　A：そう思う

　B：まあまあそう思う

　C：あまりそう思わない

　D：そうは思わない

　★：わからない

数値化　→　A：4点　　　B：3点　　　C：2点　 　D：1点　 　★：０点（母数より除く）評

価

の

基

準

　平均　３．１以上　　　　　 →　おおむねよい　

　平均　２．５以下 　　　　　→　よくない

　平均　２．６以上２．９以下 →　あまりよくない

　平均　３．０　　　　　　　 →　まあよい

Ｎｏ． Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ★ H29 H28

1 19 13  2 3.4 3.4

2 10 14 7 1 2 3.0 3.3

3 16 13 5  3.3 3.3

4 12 7 10 5 2.8 2.8

5 14 11 5 4 3.0 3.1

6 6 15 10 3 2.7 2.7

7 7 13  2 2 3.1 3.0

8 3 13 3 2 3 2.8 2.9

9 1 16 4 2 1 2.7 3.0

10 13 8  2 3.4 3.4

11 9 12 1 1 1 3.3 3.0

12 3 10 8 2 1 2.6 3.0

13 4 6 8 1 5 2.7 3.1

14 10 11 2 1  3.3 3.3

15 11 7 4 2  3.1 3.3

16 9 7 8   3.0 3.4

17 14 8 1 1  3.5 3.3

18 10 10 2 1 1 3.3 3.4

19 15 4 1 2 1 3.5 3.3

20 10 14  3.4 3.3

21 12 10 2  3.4 3.1

子どもは、学校で配布された文書をきちんと渡している。

子どもは、テレビやマンガ、ゲームやインターネットに対して節制しよ
うとしている。

学校は、「学校教育目標」や「めざす子ども像」の実現を目指し、特色
ある教育活動を行っている。

学校は、わかりやすい授業やトライタイム（小）・チャレンジタイム
（中）を行い、成果を上げている。

子どもは、家庭学習の時間を確保し、学習習慣が定着している。
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子どもは、学校に喜んで通っている。

子どもは、元気よく挨拶をしたり、場に応じた適切な言葉遣いをしたり
している。

子どもは、課外活動（全隠岐陸上（小中）、島前陸上（小）や全隠岐駅
伝（中）、バスケット大会（小）や部活動（中）等）に積極的に参加し
ている。

保 護 者 に よ る 評 価

学校は、子どものまちがった言動を適切に指導している。

学校は、子どものことについての相談について、家庭訪問や個人面談・
三者面談等で適切に応じている。

学校は、課外活動（全隠岐陸上（小中）、島前陸上（小）や全隠岐駅伝
（中）、バスケット大会（小）や部活動（中）等）に対して適切に指導
している。

学校は、家庭学習の習慣づくりに対して適切に指導している。

学校は、テレビやマンガ、ゲームやインターネットの時間に対して適切
に指導している。

学校は、校報や学級だより、懇談や面談等によって、教育方針や学校の
様子をわかりやすく伝えている。

学校は、来校しやすい雰囲気がある。

学校は、ＰＴＡ活動や参観日等をとおして、保護者や地域との連携・協
力を大切にしている。

学校は、校内でのけがや体調不良に対して、適切に対応している。

学校は、子ども達の事故防止や防犯対策等の安全教育に対して適切に取
り組んでいる。

学校の施設・設備等の環境面は、満足できる状態である。

家庭では、「早寝・早起き・朝ご飯」等、子どもの規則正しい生活習慣
に気を配っている。

家庭では、テレビやマンガ、ゲームやインターネットの時間、家庭学習
の時間等について気を配っている。


